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２ あいさつ 

 

３ 議事 

現天守閣解体申請に対する文化庁からの指摘事項等への対応について 

① 対応状況と調査等のスケジュールについて・・・・＜資料 1＞ 

② 本丸内堀発掘調査について・・・・・・・・・・・＜資料 2＞ 

③ 御深井丸等の地下遺構把握の調査について・・・・＜資料 3＞ 

④ 木造天守基礎構造の検討について・・・・・・・・＜資料 4＞ 

⑤ 天守台ボーリング調査について・・・・・・・・・＜資料 5＞ 
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現天守閣解体申請に対する文化庁からの指摘事項への対応について 

 

（１）現天守の解体・仮設物設置が石垣等遺構に与える影響を判断するための調査・検討について 

指 摘 事 項 内  容 実施状況 有識者会議の協議状況 

各分野の有識者による十分な議論と合意形成を行った上での必要な調査の実施 

 外観総合調査の再検

討 

・天守台石垣の外観総合調査（石垣

カルテ）の再検討・分析 

・天守台石垣の劣化状況の把握 

 

・実施済み ・石垣部会(R2.3.20)で調査・分析結

果について審議。概ね了承 

Ａ・天守台周辺石垣の外観総合調査

（石垣カルテ）を再検討･分析。 

・一部検討を要する部分を除

き作業中 

・石垣部会(R2.3.20)で更なる現状把

握の必要性指摘 

・一部について分析方法等検討中 

・石材の熱劣化についての調査実施 

 

・検討中 ・今後相談 

その他 ・必要に応じて見直し・追加   

ア 内堀の地下遺構の把握、御深井丸側内堀石垣の状況及び安定性を確認するための追加発掘調査 

 内堀底面の調査 ・内堀内（堀底及び石垣根石）の発

掘調査 

 

・実施済み ・石垣部会(R 元.12.27)で調査結果

について審議、概ね了承 

Ｂ・地中レーダー探査等に基づく内

堀底面遺構の発掘調査（追加） 

 ・小天守西側堀底の地中レーダー

探査（追加） 

・今年度実施予定 ・今回の審議事項【資料２】 

御深井丸側内堀石垣

の現状把握 

・内堀内（堀底及び石垣根石）の発

掘調査 

 

・実施済み ・石垣部会(R 元.12.27)で調査結果

について審議、概ね了承 

イ 御深井丸等の地下遺構把握のための発掘調査 

 御深井丸等発掘調査 Ｃ・御深井丸等の仮設構台、桟橋設

置地点の地下遺構把握のための

発掘調査 

・今年度実施予定 

・天守礎石の整備方針につい

ては今後検討 

・今回の審議事項【資料３】 

・天守礎石の整備方針は、今後全体整

備検討会議に諮る予定 

ウ 大天守台北面石垣の孕み出しについての調査・検討 

 孕み出し部分の裾部

の発掘調査 

・孕み出し部分裾部の石垣及び地盤

の状況を把握するための発掘調査 

 

・実施済み ・石垣部会（R元.12.27）で審議。調

査結果について概ね了承。 

エ 天守台石垣背面等の空隙についての調査 

 天守台の石垣背面等

空隙調査 

Ｄ・大天守台北面石垣の孕み出し部

分におけるより精度を上げた調

査（レーダー探査） 

・着手済み ・石垣部会(R2.3.20)で追加調査を

提案し、了承を得た 

天守台以外の石垣背

面等空隙調査 

・天守台周辺石垣の外観総合調査の

再検討をし、空隙調査等の追加の

必要性を検討 

  

 

(２) 現状変更を必要とする理由について 

指 摘 事 項 内  容 実施状況 有識者会議の協議状況 

現天守解体理由の整理 ・現天守解体の理由が耐震対策のみ

か、木造天守復元のためかの検討・

整理 

木造天守復元の基本構想と

して、作業中（精査･補強） 

・今後、全体整備会議、天守閣部会に

諮り、基本構想(案)としてまとめ

る 

・基礎構造の検討については、全体整

備検討会議の意見や判断を踏まえ

て、調整会議による詳細な検討を

想定【資料４】 

木造天守復元に係る計

画 

Ｅ・木造天守復元に係る計画の具体

的内容（基礎構造の検討含む）

の追加提出 

 

※軽量盛土で埋め戻す部分に関係する内堀石

垣及び仮設桟橋に関係する外堀石垣 

資
料
１
－
１

 

目的 石垣の劣化状況

の把握 

目的 地下遺構の把握 

目的 地下遺構の把握 



資料１－２ 

名古屋城木造天守 調査等のスケジュール予定 

 ※ 来年度の早い段階で、天守台石垣の保存方針を作成し、継続的に石垣の応急対策を行っていく。 

区  分 

令和２年度 

（２０２０年度） 

令和３年度 

（２０２１年度） 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

指
摘
事
項
に
係
る
も
の 

Ａ 

各分野の有識者によ

る十分な議論と合意

形成を行った上での

必要な調査の実施 

          

Ｂ 

内堀の地下遺構の把

握、御深井丸側内堀

石垣の現況及び安定

性を確認するための

追加発掘調査 

          

Ｃ 

御深井丸等の地下遺

構把握のための発掘

調査 

          

Ｄ 

天守台石垣背面等の

空隙についての調査 

          

Ｅ 

木造天守復元に係る

計画の具体的内容

（基礎構造の検討含

む） 

          

そ
の
他 

天守台ボーリング調

査 

          

基本構想の検討・整理 

基礎構造の検討 

◎
有識者会議 

(基本構想審議)

文
化
庁
へ
の
指
摘
事
項
に
関
す
る
追
加
情
報
の
提
出

 

総合外観調査票の再検討(必要に応じて追加調査・処置) ◎
有識者会議 

調査結果に基づく影
響の有無の判断と仮
設計画の変更の要否

について審議 

軽量盛土で埋め戻す部分に関係する内堀石垣 

及び仮設桟橋に関係する外堀石垣に関わるもの

現
状
変
更
許
可
申
請 

◎ ◎
有識者会議 

調査結果に基づく影
響の有無の判断と仮
設計画の変更の要否

について審議 

有識者会議 

内堀堀底追加調査 

現
状
変
更
許
可
申
請 

◎
有識者会議 

◎遺構確認調査 

有識者会議 
調査結果に基づく影
響の有無の判断と仮
設計画の変更の要否

について審議 

遺構確認調査 
実施について審議 

現
状
変
更
許
可
申
請 

◎ ◎レーダー調査 
有識者会議 

調査結果に基づく影
響の有無の判断と仮
設計画の変更の要否

について審議 

有
識
者
会
議

【
市
教
委
】 

現
状
変
更
許
可
申
請 

◎
有識者会議 

◎ 天守台ボーリング調査 
有識者会議 

天守台石垣の工学的解
析結果について審議 

 

 

 

 



発掘調査内容一覧
・令和元年度レーダー探査業務で強い反応を示した範囲を南北に縦断するように４か所掘削し、地下遺構を調査する。

・上記４か所で、反応の強い範囲と石垣の接点における根石の状況を確認するため、東西方向の掘削を行う。

幅( ) 長さ( ) 面積(㎡)

東西 1.5 4.0 6.0

南北 1.5 10.0 15.0

東西 1.5 4.0 6.0

南北 1.5 10.0 15.0

東西 1.5 4.0 6.0

南北 1.5 10.0 15.0

東西 1.5 4.0 6.0

南北 1.5 10.0 15.0

計4か所 計84.0 ㎡

※注記

・掘削に伴う発生土は、調査区の脇に仮置きして、シートなどで養生を行う。

・調査終了後は遺構面を山砂で保護した後に埋め戻す。なお、埋め戻し材は掘削土に消石灰を重量比２％添加したものを使用する。

・石垣際については根石から堀底付近までの高さまで、割栗石を組み叩き込む。また、栗石の間隙には、改良土（発生土に消石灰を重量比２％添加したもの）を充填する。

・調査規模は、遺構等の状況によって、縮小することもあり得る。

・使用重機　バックホウ：山積0.11 。重機使用および移動の際は堀底面をプラスチック敷板等で養生し、堀底等への影響を極力軽減する。

石垣際の表土については石垣を傷
つけないよう、人力で掘削を行
う。

a
平成29年度(2017)及び令和元年度
(2019)調査により判明している基
本層序を考慮し、遺構面を傷めな
いように慎重に掘削作業を行な
う。

調査区名

①内堀堀底の堆積状況を確認す
る。特に令和元年度に実施した地
中レーダー探査で強い反応を示し
た箇所について、戦後の攪乱の状
況、遺構の残存状況を確認する。

②地中レーダー探査の強い反応の
部分と石垣の接する部分の状況を
調査し、大天守台及び御深井丸石
垣の土中部分の変状及び根石の安
定性を確認する。

人力掘削を基本
とする。ただし
表土は機械掘削
とする。

表土（平均厚さ約20cm）は小型重
機にて掘削を行う。表土より下層
は人力にて地中レーダーで強く反
応した（現地表から1.2m付近）検
出面まで掘削する。平面図及び土
層断面図を作成し、写真撮影を行
う。
堀底部（南北方向トレンチ）は、
地下遺構の検出面までの掘削と
し、遺構埋土は掘削しない。
石垣裾部（東西方向トレンチ）に
ついては、根石上部まで掘り下
げ、平面図及び石垣立面図、土層
断面図を作成し、写真撮影を行
う。
石垣面については三次元レーザー
測量を行う。

Ｘ

大天守台
石垣裾部
及び内堀
堀底

御深井丸
石垣裾部
及び内堀
堀底

Ｗ

Ｙ

御深井丸
石垣裾部
及び内堀
堀底

Ｚ

大天守台
石垣裾部
及び内堀
堀底

本丸内堀発掘調査について

調査目的 掘削方法 留意点調査手順
調査規模

調査箇所

資
料
２
－
１



資料2－2

名古屋城本丸内堀発掘調査　調査予定位置図

 資
料
２
－
２

(2020)

(2019)

(2017)

(2019)

(2020)



 

■発掘調査内容一覧
・現天守閣解体工事に伴う仮設構台設置範囲の地下遺構の状況を確認するため、32か所のトレンチ調査を行う。

幅( ) 長さ( ) 面積(㎡)

Ａ～V
22か所

2.0 2.0 4.0 御深井丸

人力掘削を基本とす
る。ただしアスファル
ト及び表土は機械掘削
とする。

表土（10cm程度）は小型重機に
て掘削を行う。表土より下層は
人力により、近世遺構検出面ま
で掘削する。
検出した遺構は、平面形の確認
にとどめ、埋土の掘削は行わな
い。
平面図及び土層断面図を作成
し、写真撮影を行う。

ａ～i
9か所

0.75 1.50 1.13
御深井丸

(大天守礎石
　展示範囲内）

人力により掘削する。

人力により、近世遺構検出面ま
で掘削する。
検出した遺構は、平面形の確認
にとどめ、埋土の掘削は行わな
い。
平面図及び土層断面図を作成
し、写真撮影を行う。

W 2.00 10.00 20.0 小天守西側

現天守閣解体工事に際し、仮
設構台が設置される範囲につ
いて、地下遺構の残存状況を
把握するための調査を行う。

人力により掘削する。

人力により、近世の包含層上面
又は遺構面までの掘削を行い、
それ以下の掘削は行わない。
平面図及び土層断面図を作成
し、写真撮影を行う。

計32か所  計118.1㎡

※注記
・掘削に伴う発生土は、調査区付近に仮置きして、シートなどで養生を行う。
・調査終了後は遺構面を山砂（5cm）で保護した後に、発生土により埋め戻す。
・調査規模は、遺構等の状況によって、縮小することもあり得る。
・使用重機　バックホウ：山積0.11 。

■ボーリング調査
凡例 孔径 ボーリング長

φ６６ ２０ｍ

※注記
・地下遺構面の確認ができた時点で調査を終了する。
・調査は、学芸員立会の上、石垣（築石及び栗石）に影響がない位置で行う。

小天守西側

調査手順 留意点

現天守閣解体工事に際し、仮
設構台が設置される範囲につ
いて、地下遺構の状況を把握
するための調査を行う。
礎石展示範囲以外では、構台
設置範囲内に、２ｍ四方のト
レンチを東西、南北とも５ｍ
間隔で配置する。
礎石展示範囲では、礎石の間
に、等間隔となるよう0.75m×
1.5mのトレンチを配置する。

掘削方法

調査場所

礎石展示範囲内にお
いては、礎石を傷つ
けないよう、シート
等により、適切に養
生し、慎重に作業を
行う。
攪乱などにより、近
世の包含層等が検出
されない場合におい
ては、隣接地点等の
状況を参考に掘削深
を決定する。

調査目的・内容

現天守閣解体工事に際し、仮設構台が設置される範囲について、地下遺構面の深さを
把握するため、土のサンプリングを行う。

御深井丸等の地下遺構把握の調査について

調査区名
調査規模

調査箇所 調査目的

資
料
３
－
１



調査位置図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：発掘調査位置 

 

資
料
３
－
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小天守閣

大天守閣

凡例 

：ボーリング調査位置 

：発掘調査位置 

御深井丸展示館

内堀



 

 

江戸時代の名古屋城御深井丸に存在した建造物について 

１．はじめに 

   古絵図（表参照）や『金城温古録』等により、調査予定範囲と重なる可能性のある江 時代の御深

井丸内の建造物を検討する。 

  

２．江 時代における御深井丸内の建造物など 

 

 《凡例》 

  網掛＝現存。  水色網掛＝調査予定範囲に遺構が重なる可能性のある建造物など。 

  

（１）櫓 

  ・三階御櫓（現 北隅櫓）…鉄砲を保管。陸軍期には第四弾薬庫。現 北隅櫓。 

  ・御弓矢櫓…御深井丸東北隅にあった櫓。弓矢を保管。 

 （２）蔵 

  ・大筒蔵…大筒の保管庫として幕末まで利用。 

  ・御旅蔵…軍旅の要具を保管。天保 8 年（1837）に大雨で損壊し造替。 

  ・磨蔵…鉄砲を磨くための蔵。幕末まで存在。 

  ・北穴蔵、南穴蔵…万治元年（1658）頃建設。もとは焔硝蔵であったが、幕末には遺構のみ残存。 

  ・御手筒蔵（御持筒蔵、御側蔵）…御手筒組の管理する蔵。図１には描かれていない。 

 （３）多門 

  ・東御弓矢多門…御弓矢櫓の南に隣接。 

  ・ 御  多 …御  櫓と三階御櫓の間、北側の壁 に沿って建造。 

  ・鋳多 … 側の壁 に沿って設置。もとは鉄砲 を鋳造していたが、幕末には銃丸の貯蔵庫。 

 （４）番所 

  ・御番所…御深井丸の番所。御本丸番衆、城代組同心らが昼夜常勤。 

  ・不寝番所…正徳年間（1711 16）に設置か。城代組同心が夜間のみ駐在し、寝ずの番をする番所。 

 （５）宝暦修理時の仮設建造物（図２参照） 

  ・仮設番所…御深井丸内には５か所建造。 

  ・大工小屋…御深井丸内に２か所。 

  ・諸色小屋…御深井丸内に５か所。 

  ・ 汲所… 御  多 の東、外堀際に建造。 

 （６）その他 

  ・水道…図 3 に描かれる。水路の一部が調査範囲に重なる可能性あり。 

 

３．まとめ 

  ・宝暦修理時の仮設建造物を除き、御深井丸内の建造物に大きな変化は確認できない。 

  ・史料から確認できる範囲では、今回の調査範囲に重なるのは番所、水道のみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  御本丸御深井丸図   

江戸時代後期 名古屋市博物館蔵 

 

 

  

北穴蔵 

南穴蔵 
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図２ 御深井丸内諸役人詰所御作事本〆所諸番所取建方指図 

宝暦 2～5年（1752～55） 名古屋城総合事務所蔵 

  

大工小屋 

仮設番所 

御手筒蔵 

御番所 

 

 

 

 

図３ 御深井丸大体（『金城温古録』第 24 冊より） 

江戸時代後期 名古屋市蓬左文庫蔵 

 

 

 

 

 

 

資料名 和暦・年代 西暦 所蔵 備考

元禄十年名古屋城絵図 元禄10年 1697年 名古屋市蓬左文庫 蔵・御殿は省略

御深井丸内諸御役人詰所御作事本〆所諸番所取建方指図 宝暦2～5年 1752～55年 名古屋城総合事務所 宝暦修理時の絵図

尾陽視聴合記のうち　名古屋城図 安永8年 1779年 個人 築城時の想像図か

名古屋城城郭図 文政11年 1828年 公益財団法人東洋文庫 奥村徳義旧蔵

名古屋城内巡覧図 天保5年以前 1834年以前 個人 藩主巡覧時の経路図

御本丸御深井丸図 江戸時代後期 19世紀 名古屋市博物館

金城温古録 万延元年成立 1860年 名古屋市蓬左文庫 第24冊所収「御深井丸大体」

御本丸廻り之図 江戸時代後期 19世紀 名古屋城振興協会 奥村徳義旧蔵

名古屋城図 江戸時代後期 19世紀 名古屋城総合事務所 描写年代は江戸前期か

表　御深井丸建造物が描かれた江戸時代の絵図

水道 
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 基礎構造については、石垣・埋蔵文化財部会及び天守閣部会に関連する事項であるため、調整会議を

設置してご意見を頂くことを想定しています。

■木造天守基礎構造の検討について

 資
料
４



天守台ボーリング調査について 

１ 文化庁からの指摘事項への対応 

○現天守閣解体の現状変更許可申請における天守台石垣への影響の工学的検討 

・内堀の軽量盛土による埋め戻し、仮設構台、重機の設置、現天守閣を解体

した際の上部荷重の除荷により、地盤が浮き上がる現象（リバウンド）に

ついて、天守台石垣への影響を工学的解析により検討・評価 

・これまでの解析は、本丸御殿復元時のボーリング調査に基づく地盤データ

を利用して実施 

○文化庁からの指摘事項 

・石垣等遺構に近接する地点で行う大規模工事の計画となることから、考古

学的視点からの調査・検討と、工学的視点からの検討とを突き合わせ、総

合的な視点から特別史跡の石垣等遺構への影響評価を行い、当該各種調

査・検討結果を踏まえて適切な解体・仮設物設置計画を策定すべき 

○工学的解析の精度を向上 

・工学的解析の精度を向上させるため、天守台直下でのボーリング調査を行う 

 

２ ボーリング調査の目的 

次の工学的解析に用いるデータを取得する 

(1)天守台周辺に設置する仮設の影響、現天守閣を解体した際の上部荷重の除荷により、地盤が浮き上

がる現象（リバウンド）の影響 

(2)天守台の地震時における挙動及び天守台内部に存する構造物（ケーソン基礎）による石垣への影響 

(3)地震時における天守台の工学的解析を行う際の地震波の作成（この地震波は、木造天守の耐震性能

の構造解析にも使用） 

 

３ 調査内容 

〇ケーソン外部でのＰＳ検層※、標準貫入試験、土質試料の採取。 

〇ケーソン内部の状況及びケーソン直下の支持地盤の確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査一覧表 

番号 調査場所 孔径 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ長 主な内容 

① 大天守（ケーソン外部） φ86 ㎜ 90ｍ 

・工学的基盤の確認 

・ＰＳ検層 

・標準貫入試験 

② 大天守（ケーソン外部） φ116 ㎜ 45ｍ ・土質試料採取 

③ 大天守（ケーソン内部） φ66 ㎜ 45ｍ 
・ケーソン基礎内部と直下

の支持地盤の確認 

④ 小天守（ケーソン内部） φ116 ㎜ 60ｍ 

・ケーソン基礎内部と直下

の支持地盤の確認 

・土質試料採取 

⑤ 小天守（ケーソン外部） φ116 ㎜ 20ｍ 
・標準貫入試験 

・土質試料採取 

凡例 

ボーリング試験 
小天守 

大天守 

ケーソン基礎 

ケーソン基礎 
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※ＰＳ検層 

  ボーリング孔を利用して地盤 

内を伝播する弾性波(P 波・S 波) 

の深さ方向の速度分布を測定し、 

石垣の工学的解析及び構造物の 

工学的解析に必要な地質構造や 

地盤特性の情報を取得するもの。 

工学的基盤の確認 

想定支持地盤 

 

想定支持地盤 

標準貫入試験 

標準貫入試験、 

土質試料採取 

④ ⑤ 

小天守 
大天守 

① ② ③ 

ケーソン基礎 

ＰＳ検層
※

、標準貫入試験 

土質試料採取 

想定工学的基盤 

【ボーリング調査イメージ】 

本丸御殿 

ボーリング位置 

図-1 本丸御殿復元時の 
ボーリング位置図 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 


